
安曇野市土石流災害による県道 327号「槍ヶ岳矢村線」の 

通行止めによる影響について 

令和８年８月９日（日）22時 00分現在  

                     長野県警戒・対策本部  

（長野県危機管理防災課） 

１ 災害の概要   

発生日時 令和８年８月８日（土）20:30 に通行止め 

内容 
安曇野市穂高有明宮城ゲート～中房ゲートで土砂流出、橋梁流出により

全面通行止め（12.2km）、孤立が発生 

 

【図表】 災害の概要に関連する地図等 

 

２  被害の状況  人的、住家被害なし 

 

３ 孤立人数（８月９日 14 時時点からの増減） 

有明荘 ：滞留者  23名(△15名)、従業員  14名(＋３名) 

中房温泉：滞留者  25名、従業員  23名 

燕山荘 ：滞留者 134名(＋４名)、従業員  41名(＋１名)  計 260人(△7名) 

  ※人数は施設等への聞き取りによる。今後変動する可能性あり。 

  ※他にも駐車場での車中泊の可能性有 

 



 

４ 対応状況 

（１）仮橋の設置 

   ８月９日(日)１５：３０頃 道路管理者（安曇野建設事務所）において仮橋を設置 

 

（２）下山の状況 

日付 状況 

８月９日(日) 仮橋を渡り徒歩で 43名が下山 

仮橋通過後は安曇野市でマイクロバスにより市内登山者駐車場・

穂高駅へ輸送 

８月 10日(月) 

予定 

道路管理者（安曇野建設事務所）において、安全を確認の上、 

午前５時から土砂流出地点の通行を再開する予定 

宿泊先等から仮橋まで、徒歩での下山が困難な方は、有明荘で仮

橋手前まで車により輸送予定 

仮橋通過後は安曇野市公用車で下山者を有明山神社登山者駐車場

で待機するマイクロバスへピストン輸送を開始 

マイクロバスで市内登山者駐車場・穂高駅へ輸送予定 

輸送は最大午後５時まで行う予定 

 


